
 

（平行開閉チャック）

エコ マルチ タイプ

エコタイプを発売し、多くの自動組立機、
検査機など、産業機械のチャッキングパー
ツとして実績を上げています。
エコ マルチタイプは、エコ タイプの「外
径把持＆内径把持の両用ができる」など優
れた利便性を継承し、さらに使いやすく、
さらに広範囲な把持仕様に応えられるよう
に誕生したチャックです。

単動

復動 メカ

ストローク

単動 常時開（NO）, 常時閉（NC）

エコ マルチタイプ
●

復動 常時開（NO）, 常時閉（NC） ●

メカ 常時開（NO）, 常時閉（NC）

●はＥタイプあり
Ｅタイプはフィンガガイドピンに
Ｅ型止め輪を付けたモデルです。

● ● ○

●

3 4 6

●

○

8

○

○

12

E型止め輪付

本　体
センタポート
オプション動作方式

センサオプション センタポート

アタッチメント

アタッチメント

単　動
無し

φ8

φ12

φ18
付き

復　動

メカ

豊富な機能
センサ
オプション

無し

付き

無し

1ヶ

2ヶ

ケーブル
直角方向

ケーブル
軸方向

配線方式

2線式
直角方向 ZE235A ZE235B

1m

ケーブル長さ

3m

軸方向 ZE135A ZE135B

3線式
直角方向 ZE255A ZE255B

軸方向 ZE155A ZE155B

ケーブル
取出方向

センサオプション
開閉動作確認センサ

ロボットケーブル付無接点タイプ

ロボットケーブルの仕様で耐屈曲性が向上。
保護回路内蔵で逆接によるスイッチの破損を未然に防ぎます。
2線式・3線式（NPN）を用意しました。（表示灯は赤色）

・
・
・

○

4mmストローク 6mmストローク 8mmストローク

12mmストローク

復動バネ
サポート
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（平行開閉チャック）

エコ マルチ タイプ

エコタイプを発売し、多くの自動組立機、
検査機など、産業機械のチャッキングパー
ツとして実績を上げています。
エコ マルチタイプは、エコ タイプの「外
径把持＆内径把持の両用ができる」など優
れた利便性を継承し、さらに使いやすく、
さらに広範囲な把持仕様に応えられるよう
に誕生したチャックです。

単動

復動 メカ

ストローク

単動 常時開（NO）, 常時閉（NC）

エコ マルチタイプ
●

復動 常時開（NO）, 常時閉（NC） ●

メカ 常時開（NO）, 常時閉（NC）

●はＥタイプあり
Ｅタイプはフィンガガイドピンに
Ｅ型止め輪を付けたモデルです。

● ● ○

●

3 4 6

●

○

8

○

○

12

E型止め輪付

本　体
センタポート
オプション動作方式

センサオプション センタポート

アタッチメント

アタッチメント

単　動
無し

φ8

φ12

φ18
付き

復　動

メカ

豊富な機能
センサ
オプション

無し

付き

無し

1ヶ

2ヶ

ケーブル
直角方向

ケーブル
軸方向

配線方式

2線式
直角方向 ZE235A ZE235B

1m

ケーブル長さ

3m

軸方向 ZE135A ZE135B

3線式
直角方向 ZE255A ZE255B

軸方向 ZE155A ZE155B

ケーブル
取出方向

センサオプション
開閉動作確認センサ

ロボットケーブル付無接点タイプ

ロボットケーブルの仕様で耐屈曲性が向上。
保護回路内蔵で逆接によるスイッチの破損を未然に防ぎます。
2線式・3線式（NPN）を用意しました。（表示灯は赤色）

・
・
・

○

4mmストローク 6mmストローク 8mmストローク

12mmストローク

復動バネ
サポート

エコ マルチ タイプ

極薄 10mm ボディでありながら、φ8 シリンダ内
蔵で高把持力。
小ピッチ多連使いにも便利に活躍します。

4mmストロークで極薄ボディ

ショートボディでありながら、センサ取付も可能な
ワイドストローク仕様。
装置をコンパクトに構築できます。

6mmストロークセンサ付では業界最小（当社調べ）

10mm

ショート
ボディ

フィンガ部に基準溝付。爪の位置再現性の向上、
爪の位置ズレ防止に利用できます。

アタッチメントを使用されない場合は、市販の平行
ピンをご利用いただけます。

注）A-79もあわせてご覧ください。

爪の位置ズレ防止

使用例 基準溝

溝G

平行ピンB種
（JISB1354-1988）

φG×L

+0.02
  0

基準ピン

アタッチメントに
組込済み

ローラ間の距離を長くとり、スムーズな動作で確
実なチャッキング。

独自のローラガイド機構

独自のローラガイド機構

支点間距離長い

剛性高く
耐久性に
優れる！

止メ輪付きで
横モーメント
荷重に強い！

高把持力
長寿命

環境にやさしい Ｅタイプ

修理
対応可能

Ｅタイプ

従来の同等把持力のエアチャックに比べて
質量1/2。

8mmストローク 超軽量

質量

1/2 従来の
同等把持力の
エアチャック

ワイド
ストローク

モデルNo. G（mm）L（mm）

X9608 1.2 4

X9612 1.2 5

X9618 1.5 8

eco model
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（平行開閉チャック）

エコ マルチ タイプ

■ 開閉動作 ■ 把持仕様

単動タイプ

エアポートB エア「入」 エアポートA エア「入」

押された状態

エアポートからエアが入るとピストンを押し駆動ローラが
フィンガを押し閉じます。

復動タイプ
エアポートAからエアが入るとピストンを押し駆動ローラが
フィンガを押し閉じます。

メカタイプ
プッシュヘッドを外部から押すとピストンが押され駆動ロー
ラがフィンガを押し開きます。

ピストン
エアポートＡ

エアポートＢ

駆動ローラ

フィンガ

プッシュヘッド

ピストン

駆動ローラ

フィンガ

ダンパ
押

内径把持

エアクランプ

※Bポートエアでのクランプは把持力が
　弱くなり性能が出ません。

※外力によるクランプはチャックの
　早期故障の恐れがあります。

バネクランプ

外径把持 内径把持

エア「切」 エア「入」

ピストン
エアポートＡ

バネ

駆動ローラ

フィンガ

外径把持

エアクランプ バネクランプ

外径把持 内径把持
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（平行開閉チャック）

エコ マルチ タイプ

■ 開閉動作 ■ 把持仕様

単動タイプ

エアポートB エア「入」 エアポートA エア「入」

押された状態

エアポートからエアが入るとピストンを押し駆動ローラが
フィンガを押し閉じます。

復動タイプ
エアポートAからエアが入るとピストンを押し駆動ローラが
フィンガを押し閉じます。

メカタイプ
プッシュヘッドを外部から押すとピストンが押され駆動ロー
ラがフィンガを押し開きます。

ピストン
エアポートＡ

エアポートＢ

駆動ローラ

フィンガ

プッシュヘッド

ピストン

駆動ローラ

フィンガ

ダンパ
押

内径把持

エアクランプ

※Bポートエアでのクランプは把持力が
　弱くなり性能が出ません。

※外力によるクランプはチャックの
　早期故障の恐れがあります。

バネクランプ

外径把持 内径把持

エア「切」 エア「入」

ピストン
エアポートＡ

バネ

駆動ローラ

フィンガ

外径把持

エアクランプ バネクランプ

外径把持 内径把持

 

エコ マルチ タイプ

■ 用途例

ガイド付きシリンダとして
ガイド付きシリンダとして省
スペース化に貢献。
ワークプッシャなど便利に活
用できます。

ロボットの多連ヘッドに
高把持力だからロボットヘッ
ドが小型化できます。

MEG PPUと組合わせて
MEGのピック＆プレースユ
ニットと合わせて高速・安定
供給を実現！

eco model
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（平行開閉チャック）

エコ マルチ タイプ  X9608, X9612, X9618

X9618-D(N)-S

X9612-D(N)-S

X9608-D(N)-S

X9618-D(N)-A

X9612E-D(N)-A

X9608E-D(N)-A

X9618-M-A

X9612-M-A

●

●

シリンダ径φ 8、φ 12、φ 18 の 3 種類に、
単動、復動、メカの 3駆動方式を用意。用途
に合わせて選べます。

1つのボディで豊富な把持仕様。爪の位置を
付け替えるだけで外径または内径把持両用が
できます。

センターポート
オプション
無記号 : なし
　　Ｃ : センターポート

アタッチメント
無記号 : なし
　　Ａ : アタッチメント付
　ＡＲ : アタッチメント逆取付

エア外径把持 エア内径把持

※メカタイプは図と逆にな
　るのでご注意ください。
※お客様での取付変更も
　可能です。

X9608-
モデルNo.
X9608
X9612
X9618
X9618L
X9608E
X9612E

D : 復動
N : 単動
M : メカ

付属センサ
無記号 : なし
　　Ｓ : 1ヶ
　ＳＳ : 2ヶ

D-C -S -ZE235AS-A
センサ仕様
※型式は下記表よりお選びください。

ARA単動・復動

配線方式

2線式
直角方向 ZE235A ZE235B

1m

ケーブル長さ

ケーブル
直角方向

※ARの詳細はA-15 ケーブル
軸方向

3m

軸方向 ZE135A ZE135B

3線式
直角方向 ZE255A ZE255B

軸方向 ZE155A ZE155B

ケーブル
取出方向

■ バリエーション

E型止め輪付

X9608-Mはホームページをご覧ください。
EタイプはフィンガガイドピンにE型止メ輪付。
モデルNo. X96□□E
復動バネサポートタイプはA-16をご覧ください。

●
●

●

3 4 6 8 12

○ ○○○
モデルNo.

ストローク
（mm）

X9608-N（D）

○ ○○
○○
○○
○ ○○
○ ○○○

○
○
○

X9612-N（D）

X9618-N（D）
X9618L-N（D）

X9612-M

X9618-M

アタッチメント センサ Eタイプ

エアポートＡに
エアが入り把持
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（平行開閉チャック）

エコ マルチ タイプ  X9608, X9612, X9618

X9618-D(N)-S

X9612-D(N)-S

X9608-D(N)-S

X9618-D(N)-A

X9612E-D(N)-A

X9608E-D(N)-A

X9618-M-A

X9612-M-A

●

●

シリンダ径φ 8、φ 12、φ 18 の 3 種類に、
単動、復動、メカの 3駆動方式を用意。用途
に合わせて選べます。

1つのボディで豊富な把持仕様。爪の位置を
付け替えるだけで外径または内径把持両用が
できます。

センターポート
オプション
無記号 : なし
　　Ｃ : センターポート

アタッチメント
無記号 : なし
　　Ａ : アタッチメント付
　ＡＲ : アタッチメント逆取付

エア外径把持 エア内径把持

※メカタイプは図と逆にな
　るのでご注意ください。
※お客様での取付変更も
　可能です。

X9608-
モデルNo.
X9608
X9612
X9618
X9618L
X9608E
X9612E

D : 復動
N : 単動
M : メカ

付属センサ
無記号 : なし
　　Ｓ : 1ヶ
　ＳＳ : 2ヶ

D-C -S -ZE235AS-A
センサ仕様
※型式は下記表よりお選びください。

ARA単動・復動

配線方式

2線式
直角方向 ZE235A ZE235B

1m

ケーブル長さ

ケーブル
直角方向

※ARの詳細はA-15 ケーブル
軸方向

3m

軸方向 ZE135A ZE135B

3線式
直角方向 ZE255A ZE255B

軸方向 ZE155A ZE155B

ケーブル
取出方向

■ バリエーション

E型止め輪付

X9608-Mはホームページをご覧ください。
EタイプはフィンガガイドピンにE型止メ輪付。
モデルNo. X96□□E
復動バネサポートタイプはA-16をご覧ください。

●
●

●

3 4 6 8 12

○ ○○○
モデルNo.

ストローク
（mm）

X9608-N（D）

○ ○○
○○
○○
○ ○○
○ ○○○

○
○
○

X9612-N（D）

X9618-N（D）
X9618L-N（D）

X9612-M

X9618-M

アタッチメント センサ Eタイプ

エアポートＡに
エアが入り把持

 

エコ マルチ タイプ

■ 基本仕様（単動・複動） ■ 基本仕様（メカ）
動作方式 単動型・復動型／平行開閉

清浄空気（ろ過済み圧縮空気）
0.3 ～ 0.5MPa

単動 120CPM / 復動 180CPM
±0.01mm

使用流体
使用圧力範囲

5～ 50℃周囲温度
リチウム系グリス給油

使用頻度
M3×0.5  M5×0.8配管接続口

繰返し位置精度
0～＋0.3mmストローク公差

動作方式 単動型／平行開閉
外部プッシャーによる
圧縮バネによる

単動 120CPM（max）

±0.02mm

駆動方式
把持方式

ピストン：フィンガ 1：2（X9618 は 1：1.7）  ストローク比

5～ 50℃周囲温度
使用頻度

繰返し位置精度
X9612：16N,X9618：25N開閉解除力（min）

※
※
注意事項A-74～をあわせてご覧ください。
メータインのスピードコントローラを使用してください。

■ 備考説明
※ 1.
※ 2.

※ 3.

※ 4.

※ 5.

※ 6.
※ 7.
※ 8.

X96 □□ Eは Eタイプとなります。
実効クランプ力の把持点 Lは 20mmでの値で
す。（エアは 0.4MPa）
復動はポートAにエアを入れた場合です。
ポートＢはクランプ力が小さくなります。
最大許容荷重は静的許容荷重であり、フィン
ガが動作可能な範囲ではありません。
最大許容荷重は目安であり保証値ではありま
せん。外力はできるだけ軽減させてください。

最大許容荷重の方向は下図のとおり。
質量（　）はアタッチメント付の場合です。
アタッチメントの質量は X9608 用 6g、
X9612 用 11g、X9618 用 24g（1セット）。

F2

F1 F1

ポートA

■ アタッチメント単品について
アタッチメント単品の型式は右のとおりです。
※爪取付通し穴仕様も用意しております。
　詳細はA-15

モデルNo. 型式（爪取付穴：タップ）

X9608 CE-A08S

X9612 CE-A12S

X9618・X9618L CE-A18S

■ 型式

備　考

X9608-N
X9612-N
X9618-N
X9618L-N

X9618L-D
X9612-M
X9618-M

X9608-D
X9612-D
X9618-D

4
6
8
12

12
4
6

4
6
8

4.2
10.4
34
30

37
ー
ー

4.9
12.2
37

1
1.9
2.5
2.5

ー
4
4.3

ー
ー
ー

5
10
30
30

30
10
30

5
10
30

2.5
5
15
15

15
5
15

2.5
5
15

19（25）
37（48）
90（114）
94（118）

94（118）
41（52）
100（124）

19（25）
37（48）
90（114）

2
2
2
2

2
2
2

2
2
2

X9608E-N
X9612E-N

X9612E-M

X9608E-D
X9612E-D

単動

メカ

復動

タイプ モデルNo. ストローク
（mm）

実効クランプ力（N）

エア バネ F1 F2

最大許容荷重（N） 質量
（g）

センサ
取付数

※7・8※4・5・6※2・3※1

eco model
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（平行開閉チャック）

エコ マルチ タイプ

■ 把持点

H

L

X9608 X9612

把
持
点
：

L（
m

m
）

オーバハング量：H（mm）

10

20

30

5 10

0.3M
Pa

0.4M
Pa

0.5M
Pa

X9618L

把
持
点
：

L（
m

m
）

オーバハング量：H（mm）

20

10

30

50

40

60

2010 30 40

0.3M
Pa

0.4M
Pa

0.5M
Pa

把
持
点
：

L（
m

m
）

オーバハング量：H（mm）

20

40

10

30

50

60

10 20

0.3MPa

0.4MPa

0.5M
Pa

X9618

把
持
点
：

L（
m

m
）

オーバハング量：H（mm）

20

40

10

30

50

60

10 20 30

0.3MPa
0.4MPa

0.5MPa

※バネクランプの場合の L寸法はX9608：20mm、X9612：30mm、X9618：40mm（max）

■ 実効クランプ力

ク
ラ
ン
プ
力
（
N
）

把持点：L（mm）

X9608-N

2

4

6

8

20 4010 30

0.3MPa

0.4MPa

0.5MPa

ク
ラ
ン
プ
力
（
N
）

把持点：L（mm）

X9612-N

5

10

15

20

20 40 5010 30

0.3MPa

0.4MPa
0.5MPa

X9618-N

ク
ラ
ン
プ
力
（
N
）

ク
ラ
ン
プ
力
（
N
）

把持点：L（mm） 把持点：L（mm）

10

20

30

40

50

20 40 50 6010 30

0.3MPa

0.4MPa

0.5MPa

ク
ラ
ン
プ
力
（
N
）

把持点：L（mm）

X9608-D

2

4

6

8

20 4010 30

0.3MPa

0.4MPa

0.5MPa

ク
ラ
ン
プ
力
（
N
）

把持点：L（mm）

X9612-D

5

10

15

20

20 40 5010 30

0.3MPa

0.4MPa

0.5MPa

ク
ラ
ン
プ
力
（
N
）

把持点：L（mm）

X9618-D

10

20

30

40

50

20 40 50 6010 30

0.3MPa
0.4MPa

0.5MPa

L X9618L-N

0.5MPa

0.4MPa

0.3MPa

20

30

30 40

50

20

40

50 60

20

30

40

50

ク
ラ
ン
プ
力
（
N

把持点：L（mm）
20 40 50 6030

0.3MPa

0.4MPa

0.5MPa

X9618L-D
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（平行開閉チャック）

エコ マルチ タイプ

■ 把持点

H

L

X9608 X9612

把
持
点
：

L（
m

m
）

オーバハング量：H（mm）

10

20

30

5 10

0.3M
Pa

0.4M
Pa

0.5M
Pa

X9618L

把
持
点
：

L（
m

m
）

オーバハング量：H（mm）

20

10

30

50

40

60

2010 30 40

0.3M
Pa

0.4M
Pa

0.5M
Pa

把
持
点
：

L（
m

m
）

オーバハング量：H（mm）

20

40

10

30

50

60

10 20

0.3MPa

0.4MPa

0.5M
Pa

X9618

把
持
点
：

L（
m

m
）

オーバハング量：H（mm）

20

40

10

30

50

60

10 20 30

0.3MPa
0.4MPa

0.5MPa

※バネクランプの場合の L寸法はX9608：20mm、X9612：30mm、X9618：40mm（max）

■ 実効クランプ力

ク
ラ
ン
プ
力
（
N
）

把持点：L（mm）

X9608-N

2

4

6

8

20 4010 30

0.3MPa

0.4MPa

0.5MPa

ク
ラ
ン
プ
力
（
N
）

把持点：L（mm）

X9612-N

5

10

15

20

20 40 5010 30

0.3MPa

0.4MPa
0.5MPa

X9618-N

ク
ラ
ン
プ
力
（
N
）

ク
ラ
ン
プ
力
（
N
）

把持点：L（mm） 把持点：L（mm）

10

20

30

40

50

20 40 50 6010 30

0.3MPa

0.4MPa

0.5MPa

ク
ラ
ン
プ
力
（
N
）

把持点：L（mm）

X9608-D

2

4

6

8

20 4010 30

0.3MPa

0.4MPa

0.5MPa

ク
ラ
ン
プ
力
（
N
）

把持点：L（mm）

X9612-D

5

10

15

20

20 40 5010 30

0.3MPa

0.4MPa

0.5MPa

ク
ラ
ン
プ
力
（
N
）

把持点：L（mm）

X9618-D

10

20

30

40

50

20 40 50 6010 30

0.3MPa
0.4MPa

0.5MPa

L X9618L-N

0.5MPa

0.4MPa

0.3MPa

20

30

30 40

50

20

40

50 60

20

30

40

50

ク
ラ
ン
プ
力
（
N

把持点：L（mm）
20 40 50 6030

0.3MPa

0.4MPa

0.5MPa

X9618L-D

 

エコ マルチ タイプ

eco model

■ 動作確認センサ仕様

■ センサ飛び出し寸法

型式

ケーブル 直角方向 ケーブル 軸方向

センサ 寸法（ZE）

配線方式

1.仕様（ロボットケーブル）

内部回路

ZE235　ZE135 ZE255　ZE155

ZE23 Z5 E255

2線式 3線式
電源電圧 － DC4.5～28V
負荷電圧 DC10～28V DC4.5～28V
負荷電流 2.5～20mA（25℃にて）

※2色発光及びPNP仕様のセンサに関しては、お問合せください。
※センサ仕様はA-86

質　量 15ｇ（1m）　35ｇ（3m）
メーカ 株式会社 コガネイ

40mA MAX

15.515.5

10
.5

スイッチ
主 回 路

茶（＋）

青（－）

スイッチ
主 回 路

茶（＋）

黒

青（－）

X9608
開 閉 開 閉 開 閉
-2 -3 -1 -3 -1 -5
1 -3 3 -3 2 -5

X9612（M） X9618（M）
開 閉
1 -10
4 -7

X9618L

直角方向
軸方向

ZE2□5
ZE1□5

ケーブル
取出方向

センサ
型式

●
●
●
●

●
●L

＋ －

ケーブル取出方向:後方

ケーブル取出方向：直角
「開」「閉」は図示のとおりです。
センサ本体の飛出寸法（L）を示します。
「ON」限界位置の実測値（目安）です。
実際に取り付けの場合は、安全を見込んで開側は－側へ、閉側は＋側へず
らして取り付けてください。
ケーブル直角方向は開端検出の場合、センサ差込方向が図と逆になります。
センサ飛出部が他の部品と干渉しないよう、L＋10ｍｍ以上のスペースを
確保してください。

開
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（平行開閉チャック）

エコ マルチ タイプ

■ 寸法図

X96□□-N・X96□□-D

ツメ取付穴

（オプション）

W
3

f4
f1

f2
f3
f2

W
2

m3

2×4-D1

C0.2

W
5

Ｒ0.3以下

φ
D
2h
7

f8
f7

f6

W4

f5

2-m4f11

f9

f10

f1
2

φD3H9深3

W
1

W
1

ピン用溝幅W6　　　+0.02
  0

 0 -0
.1

±
0.
02

±0.02

L4
f13 f14
L2 L3
L1

W
8

W
7 W
8 m1（エアポートA）

m2（エアポートB）

f1
5

W
9

センタポートm5

 0 -0
.0
5

Model No.

X9608-□

X9612-□

X9618-□

L1 L3 L4 D1 f1 f4 f5

長さ 径

40.5 2.2 2.5 14 12

45 3.2 3 15 16

53

L2

39

43

51

5.5

6.5

8.5

1.5

2

2 4.2

D3

ー

2

3

D2

5

6

10 4

f2

5

6

8

f3

9

9

13 21 24

f6

15.5

20

26.5

X9618L-□ 55.7 53.7 8.52 4.2 310 4 8 17 25 24 26.5

Model No.

X9608-□

X9612-□

X9618-□

タップ幅

W4

13

15.5

21

W5

20

23

30.6

W6

1.2

1.2

1.5

W7

3.1

4.1

6.1

W8

1.5

2

3

W9

10

16.4

23.6

m2

M3

M3

M5

m1

M3

M3

M5

m3

2-M3（貫通）

4-M3深5

4-M4深8

m4

M2.6深4

M3深6

M4深8

m5

M3

M3

M5

X9618L-□ 4-M4深823.2 1.530.6 6.1 23.63 M5 M5 M4深8 M5

Model No.

X9608-□

X9612-□

X9618-□

幅

W3

1

1.5

2

3X9618L-□ 23.5～(17.5)

f8 f9 f10 f11 f12 f13 f14 f15

2.5 ー 6 ー 10 20.5 10.5 2.4

3 7.6 12 5.2 18 25.5 11.7 5

4 11 15 6.5 22 32.5 12.5 6.8

W1

13～(11)

15～(12)

20.5～(16.5)

41

W2

24

27

37

f7

3.6

4.6

6

6 114 15 226.5 35.5 13.5 6.8

※ ポートAにエアが入るとフィンガは→方向に動きます。
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（平行開閉チャック）

エコ マルチ タイプ

■ 寸法図

X96□□-N・X96□□-D

ツメ取付穴

（オプション）

W
3

f4
f1

f2
f3
f2

W
2

m3

2×4-D1

C0.2

W
5

Ｒ0.3以下

φ
D
2h
7

f8
f7

f6

W4

f5

2-m4f11

f9

f10

f1
2

φD3H9深3

W
1

W
1

ピン用溝幅W6　　　+0.02
  0

 0 -0
.1

±
0.
02

±0.02

L4
f13 f14
L2 L3
L1

W
8

W
7 W
8 m1（エアポートA）

m2（エアポートB）

f1
5

W
9

センタポートm5

 0 -0
.0
5

Model No.

X9608-□

X9612-□

X9618-□

L1 L3 L4 D1 f1 f4 f5

長さ 径

40.5 2.2 2.5 14 12

45 3.2 3 15 16

53

L2

39

43

51

5.5

6.5

8.5

1.5

2

2 4.2

D3

ー

2

3

D2

5

6

10 4

f2

5

6

8

f3

9

9

13 21 24

f6

15.5

20

26.5

X9618L-□ 55.7 53.7 8.52 4.2 310 4 8 17 25 24 26.5

Model No.

X9608-□

X9612-□

X9618-□

タップ幅

W4

13

15.5

21

W5

20

23

30.6

W6

1.2

1.2

1.5

W7

3.1

4.1

6.1

W8

1.5

2

3

W9

10

16.4

23.6

m2

M3

M3

M5

m1

M3

M3

M5

m3

2-M3（貫通）

4-M3深5

4-M4深8

m4

M2.6深4

M3深6

M4深8

m5

M3

M3

M5

X9618L-□ 4-M4深823.2 1.530.6 6.1 23.63 M5 M5 M4深8 M5

Model No.

X9608-□

X9612-□

X9618-□

幅

W3

1

1.5

2

3X9618L-□ 23.5～(17.5)

f8 f9 f10 f11 f12 f13 f14 f15

2.5 ー 6 ー 10 20.5 10.5 2.4

3 7.6 12 5.2 18 25.5 11.7 5

4 11 15 6.5 22 32.5 12.5 6.8

W1

13～(11)

15～(12)

20.5～(16.5)

41

W2

24

27

37

f7

3.6

4.6

6

6 114 15 226.5 35.5 13.5 6.8

※ ポートAにエアが入るとフィンガは→方向に動きます。

 

エコ マルチ タイプ

eco model

■ 寸法図

-A  アタッチメント取付時

 0 -0
.0
5

W
2

W
2

W
1

f1
W
3

L1

f2 f3

2×2-m1

X96□□E（Eタイプ）

Model No.

X9608E

X9612E

f1 f2 f3

14.4 9.5 11.8

16.4 10.5 18.2

f2

f1

φ2

φ3

f3

Model No.

X9608-□

X9612-□

L1 f1 f2

長さ タップ

12 2 2.5

14 2.5 3

f3

5

5.7

m1

2

2.5

X9618-□ 16.3 4 4 7 3

X9618L-□ 16.3 4 4 7 3

Model No.

X9608-□

X9612-□

W2 W3

幅

4 4

5.2 5

W1

20～16

23.2～17.2

X9618-□ 31～23 6 8

X9618L-□ 37～25 6 8

※ 型式-ARはアタッチメントの取付方向が図
　 と逆になります。詳細はA-15
※ ポートAにエアが入るとフィンガは→方向
　 に動きます。
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（平行開閉チャック）

エコ マルチ タイプ

■ 寸法図

X96□□-M（メカタイプ）

φ
D
1

L2 W2

L1

L3

W
1

X96□□-M-A（メカタイプ）

W
3

Model No.

X9612-□

X9618-□

長さ 幅

L1

50～(48)

60.5～(56.5)

D1

径

10

15

L2

43

51

L3

4

4

W1

15～(13)

20.5～(17.5)

W2

7～(5)

9.5～(5.5)

W3

17.2～21.2

23～29

W
1

 A-14

チ
ャ
ッ
ク

エ
コ
 マ
ル
チ



 

（平行開閉チャック）

エコ マルチ タイプ

■ 寸法図

X96□□-M（メカタイプ）

φ
D
1

L2 W2

L1

L3

W
1

X96□□-M-A（メカタイプ）

W
3

Model No.

X9612-□

X9618-□

長さ 幅

L1

50～(48)

60.5～(56.5)

D1

径

10

15

L2

43

51

L3

4

4

W1

15～(13)

20.5～(17.5)

W2

7～(5)

9.5～(5.5)

W3

17.2～21.2

23～29

W
1

 

エコ マルチ タイプ

eco model

■ アタッチメント　逆取付（AR）寸法

■ アタッチメント　爪取付通し穴仕様

16
～
20

4
4

17
.2
～
23
.2

5.
2
5.
2

23
～
31（
X9
61
8）

25
～
37（
X9
61
8L
）

6
6

16
～
20

4
4

18
.2
～
22
.2

5.
2
5.
2

17
.2
～
23
.2

5.
2
5.
2

31
～
25

6
6

23
.2
～
19
.2

5.
2

5.
2

23
.2
～
19
.2

5.
2

5.
2

X9608B

X9610-04

X9610-06

X9608

X9612 X9612-M

X9618・X9618L X9618-M

X9610M

ポート（エコマルチはポートA）にエアを入れると、
矢印の方向に動きます。

プッシャーが押されると、
矢印の方向に動きます。

メカ単動・復動単動

エコマルチタイプ エコタイプ・エコマルチタイプエコタイプ

4

2.5 5

3 5.7

5
8

4 7

2×2-φ3.3

2×2-φ2.3

2×2-φ2.8

X9608,X9608B

X9610,X9612

X9618・X9618L

-X9612 D-AH
エコ・エコマルチタイプ記号

アタッチメント
ＡＨ　：アタッチメント（通し穴）付き
ＡＨＲ：アタッチメント（通し穴）逆取付

※アタッチメント（タップ穴仕様）を上記通し穴に
　追加工します。

アタッチメント（通し穴）単品型式
モデルNo.

CE-AH08S

CE-AH10S

CE-AH12S

X9608・X9608B

X9610

X9612

X9618・X9618L CE-AH18S

型式（爪取付穴：通し穴）
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（平行開閉チャック）

エコ マルチ 復動バネサポートタイプ

X9618-DN-S

X9612-DN-S

X9608-DN-S

● 復動機構にバネをプラス。閉じ状態でのエア
ダウンにワーク保持をサポートします。

■ バリエーション

○ ○○

8モデルNo.
ストローク

（mm）

○ ○○
○ ○○

6

○

4

○

○

X9608DN
X9612DN
X9618DN

アタッチメント センサ Eタイプ

エアポートＡ

エアポートＢ

バネ

ポートＢにて

把持
＋

バネサポート

アタッチメント
無記号 : なし
ＡＲ : 外径把持
　Ａ : 内径把持

Bポートにエアが入り把持。

※ 単動、復動タイプとは
　 使い方が異なります。(A-8）

モデルNo.
X9608
X9612
X9618
X9608E
X9612E

復動バネサポート仕様 付属センサ
無記号 : なし
　　Ｓ : 1ヶ
　ＳＳ : 2ヶ

センサ仕様
※ 型式は下記表よりお選びください。

復動バネサポート

ケーブル
直角方向

ケーブル
軸方向

配線方式

2線式
直角方向 ZE235A ZE235B

1m

ケーブル長さ

3m

軸方向 ZE135A ZE135B

3線式
直角方向 ZE255A ZE255B

軸方向 ZE155A ZE155B

ケーブル
取出方向

エア外径把持

AR

エア内径把持

A

ZE235AAR SSDNX9612 - - - -

 A-16



 

（平行開閉チャック）

エコ マルチ 復動バネサポートタイプ

X9618-DN-S

X9612-DN-S

X9608-DN-S

● 復動機構にバネをプラス。閉じ状態でのエア
ダウンにワーク保持をサポートします。

■ バリエーション

○ ○○

8モデルNo.
ストローク

（mm）

○ ○○
○ ○○

6

○

4

○

○

X9608DN
X9612DN
X9618DN

アタッチメント センサ Eタイプ

エアポートＡ

エアポートＢ

バネ

ポートＢにて

把持
＋

バネサポート

アタッチメント
無記号 : なし
ＡＲ : 外径把持
　Ａ : 内径把持

Bポートにエアが入り把持。

※ 単動、復動タイプとは
　 使い方が異なります。(A-8）

モデルNo.
X9608
X9612
X9618
X9608E
X9612E

復動バネサポート仕様 付属センサ
無記号 : なし
　　Ｓ : 1ヶ
　ＳＳ : 2ヶ

センサ仕様
※ 型式は下記表よりお選びください。

復動バネサポート

ケーブル
直角方向

ケーブル
軸方向

配線方式

2線式
直角方向 ZE235A ZE235B

1m

ケーブル長さ

3m

軸方向 ZE135A ZE135B

3線式
直角方向 ZE255A ZE255B

軸方向 ZE155A ZE155B

ケーブル
取出方向

エア外径把持

AR

エア内径把持

A

ZE235AAR SSDNX9612 - - - -

 

エコ マルチ 復動バネサポート

■ 基本仕様（単動・復動） ■ 型式
動作方式 単動型・復動型／平行開閉

清浄空気（ろ過済み圧縮空気）
X9608DN：0.4～0.5

単動 120CPM / 復動 180CPM
±0.01mm

使用流体

使用圧力範囲
（MPa） X9612DN：0.3～0.5

X9618DN：0.3～0.5

5 ～ 50℃周囲温度
リチウム系グリス給油

使用頻度
M3×0.5  M5×0.8配管接続口

繰返し位置精度
0～＋0.3mmストローク公差

eco model

■ センサ飛び出し寸法

L

＋ －

ケーブル取出方向:後方

ケーブル取出方向：直角

● 表の「ポートA」「ポートB」は、エア入り側を示します。
● センサ本体の飛出寸法（Ｌ）を示します。
● 「ＯＮ」限界位置の実測値（目安）です。
● 実際に取り付けの場合は、安全を見込んで開側は－側へ、閉側は＋側へずらして
　 取り付けてください。
● センサの飛び出し部が他の部品と干渉しないよう、Ｌ＋10mm以上のスペースを
　 確保してください。

X9608DN X9612DN X9618DN
ポートB ポートA
4
4

-0.5
-0.5

4.5
4.5

-1
-1

4
4

-4
-4

ZE2□□
ZE1□□

直角方向
軸方向

ケーブル
取出方向

センサ
型式 ポートB ポートA ポートB ポートA

L

H

（Bポート）

■ 把持点

5 10
オーバハング量:H(mm)

30

10

20

40

15

把
持
点
:L
(m
m
)

20

0.4～
0.5M

Pa

X9618-DN　
0.3～
0.5MPa

X9612-DN　
0.3～

0.5M
Pa

X9608-DN

0.4～
0.5M

Pa

X9618-DN　
0.3～
0.5MPa

X9612-DN　
0.3～

0.5M
Pa

X9608-DN

L

はエアダウン時の保持力（参考）

Bポート

Aポート

※Bポート把持は閉じ位置のバネ補助。

■ 実効クランプ力

10 20

3

1

ク
ラ
ン
プ
力
(N
)

把持点：L(mm)

5

2

4

6

X9608-DN（Ｂポート）

0.5MPa

0.4MPa

バネ

0.5MPa

0.4MPa

バネ

10 20

6

2

30 40

ク
ラ
ン
プ
力
(N
)

把持点：L(mm)

10

4

8

12

50 60

X9612-DN（Ｂポート）

0.5MPa

0.4MPa

0.3MPa

バネ

0.5MPa

0.4MPa

0.3MPa

バネ

10 20

30

10

30 40

ク
ラ
ン
プ
力
(N
)

把持点：L(mm)

50

20

40

50 60

X9618-DN（Ｂポート）

0.5MPa

0.4MPa

0.3MPa

バネ

0.5MPa

0.4MPa

0.3MPa

バネ

※ 実効クランプの把持点Lは20mm、Bポートにエア
     0.4Mpa入れた値です。
※ 質量の（　）はアタッチメント付の場合です。
※ 取扱い上の注意はA-82もご覧ください。

4

6

8

3.3

9.3

30X9618DN

X9608DN

X9612DN

モデルNo. ストローク
（mm）

19（25）

37（48）

90（114）

質量
（g）

実効クランプ力
（N）

(mm)

※寸法図はA-12、13、15。
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（平行開閉チャック）

設計上の注意

■ フィンガ部（全機種）

■ フローティングタイプ（X956□-FL-P）

●

●

●

●

●

●

●

●

・
・
・

●

●

注）

注）

注）

フィンガアタッチメントはお客様でご用意く
ださい。

フィンガに過大な衝撃荷重がかからないよ
う、使用してください。
フィンガやワークピースを供給部につきあて
ないでください。破損の原因になります。

ワークピースがフィンガ幅の範囲内でつかめる
ようにフィンガアタッチメントを取り付けてく
ださい。横方向のオーバハング荷重は摺動部に
こじれを起こし早期摩耗の原因になります。

フィンガアタッチメントは、軽量に短く作っ
てください。
※オーバハング量は各タイプの製品仕様で定
める規定値以内にしてください。

保持・搬送が可能な質量は、理論把持力の
10％程度となります。
またワークピース・フィンガアタッチメント
の材質・形状・ワークピースの搬送状態によっ
て搬送可能な質量はより小さくなります。

基本仕様のフロート荷重をご確認の上、下記
の検討をしてください。下記に該当する場合
は別の供給方法をご採用ください。

この製品はショックアブソーバのように大きな
衝撃荷重を吸収できる機能やローディングユ
ニット側の推力を止めるストッパ的な機能はあ
りません。必ずローディングユニット側にスト
ロークエンドストッパを設けてください。

フィンガが上を向いた垂直状態ではフロー
ティング機構の能力が充分発揮できないた
め、使用できません。

ワークピースが変形してしまう恐れがある場合。
ワークピース挿入力不足の恐れがある場合。
把持部の摩擦抵抗が大きくフロート荷重が加
わった状態では開閉動作不良の恐れがある場合。フィンガアタッチメント取付の証面は下図の

とおりです。フィンガの根元部分は R形状
になっており、証面にはできません。
〔エコノミタイプは除く〕

フィンガは閉じきってしまうとクランプ力が
得られません。
0.5mm以上の閉じしろを残すことをおすす
めします。（閉時把持）

ワークピースの把持部の公差は、最小値で設
定してください。（閉時把持）

開時把持の場合は、開きしろ 0.5mmを残し
ワークピースの把持部公差は最大値で設定し
てください。

ワークピースが変形する場合は、この限りで
はありません。

必要以上に
長すぎる

必要以上に
重すぎる

不可 可不可

オ

バ
ハ
ン
グ

R部

証面

スキ間スキ間

閉じ切った状態

閉じた状態から
0.5mm以上のスキ間

不可 可
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（平行開閉チャック）

設計上の注意

■ フィンガ部（全機種）

■ フローティングタイプ（X956□-FL-P）

●

●

●

●

●

●

●

●

・
・
・

●

●

注）

注）

注）

フィンガアタッチメントはお客様でご用意く
ださい。

フィンガに過大な衝撃荷重がかからないよ
う、使用してください。
フィンガやワークピースを供給部につきあて
ないでください。破損の原因になります。

ワークピースがフィンガ幅の範囲内でつかめる
ようにフィンガアタッチメントを取り付けてく
ださい。横方向のオーバハング荷重は摺動部に
こじれを起こし早期摩耗の原因になります。

フィンガアタッチメントは、軽量に短く作っ
てください。
※オーバハング量は各タイプの製品仕様で定
める規定値以内にしてください。

保持・搬送が可能な質量は、理論把持力の
10％程度となります。
またワークピース・フィンガアタッチメント
の材質・形状・ワークピースの搬送状態によっ
て搬送可能な質量はより小さくなります。

基本仕様のフロート荷重をご確認の上、下記
の検討をしてください。下記に該当する場合
は別の供給方法をご採用ください。

この製品はショックアブソーバのように大きな
衝撃荷重を吸収できる機能やローディングユ
ニット側の推力を止めるストッパ的な機能はあ
りません。必ずローディングユニット側にスト
ロークエンドストッパを設けてください。

フィンガが上を向いた垂直状態ではフロー
ティング機構の能力が充分発揮できないた
め、使用できません。

ワークピースが変形してしまう恐れがある場合。
ワークピース挿入力不足の恐れがある場合。
把持部の摩擦抵抗が大きくフロート荷重が加
わった状態では開閉動作不良の恐れがある場合。フィンガアタッチメント取付の証面は下図の

とおりです。フィンガの根元部分は R形状
になっており、証面にはできません。
〔エコノミタイプは除く〕

フィンガは閉じきってしまうとクランプ力が
得られません。
0.5mm以上の閉じしろを残すことをおすす
めします。（閉時把持）

ワークピースの把持部の公差は、最小値で設
定してください。（閉時把持）

開時把持の場合は、開きしろ 0.5mmを残し
ワークピースの把持部公差は最大値で設定し
てください。

ワークピースが変形する場合は、この限りで
はありません。

必要以上に
長すぎる

必要以上に
重すぎる

不可 可不可

オ

バ
ハ
ン
グ

R部

証面

スキ間スキ間

閉じ切った状態

閉じた状態から
0.5mm以上のスキ間

不可 可

 

設計上の注意

■ エコ・エコ マルチ（X9608,X961□）
■ エコ メカ・エコ マルチ メカ（X9608M,X961□M）

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

・

・

フロート位置検出センサは、把持したワーク
ピースの状態をチャックの高さにて間接的に
検出する簡易式です。
下記に該当する場合は別の方法をご採用くだ
さい。

ワークを掴む前に爪同士が干渉することの無
いように、爪の設計には十分ご配慮ください。

プッシュヘッド押付け荷重の方向は、プッ
シュヘッド動作方向と平行にしてください。
また、プッシュヘッドに当たる部材は剛性の
高いリニアガイドなどで保持しストローク直
角方向にガタの出ないようにしてください。
偏荷重の場合、把持異常や摩耗などによる早
期故障の原因になります。

プッシュヘッドの中心を押してください。中
心を外れると把持異常や早期破損などの原因
になります。

爪の証面は下図のとおりです。幅広の爪はも
う一方のフィンガに干渉するので逃がしが必
要です。

爪の取付ネジの長さは爪取付面からA寸法以
内にしてください。これ以上になりますと、
反対側のフィンガを押し破損につながります。

プッシュヘッドをストロークエンドまで押さ
ないでください。本体に押しつけが加わり動
作異常や早期破損の原因になります。

取付基準としてフィンガの基準溝を利用でき
ます。
アタッチメントに平行ピン（JISB1354-1988B）
種を固定してから溝に入れてください。溝にピ
ンを入れる時、叩いたりねじったりしないでく
ださい。平行ピンはお客様でご用意ください。

ワークの横方向案内を設ける場合は、下図の方
法（片側のみ）を推奨します。把持が不安定に
なる恐れがあります。

本製品は全方向に働くフローティング機構を
兼ね備えていません。

フロート量は基本仕様のフロート量× 0.9 以
内でご使用ください。不足する恐れがある場
合は別の供給方法をご採用ください

フロート荷重は、ローディングユニットのス
ピードにより大きくなる可能性があります。

ワークピースの有無や把持した状態にかかわら
ずチャックのフロート位置が安定しない恐れが
ある場合。（チャック周辺部の剛性不足、異物
の混入、ワークピースの公差etc.）
後工程での製品検査でワークピースの有無や状
態が検出不可能な場合。

ストロークエンド

ワークピース案内

偏荷重

平行ピンB種
（JISB1354-1988）

溝G

φG×L

+0.02
  0

モデルNo. G（mm）L（mm）
X9608 1.2 4
X9612 1.2 5
X9618 1.5 8

A

爪取付面

逃がし 証

2×A以上

A A
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（平行開閉チャック）

取付上の注意

■ 全機種

■ スタンダード（X95□□）

■ テイスト（X95□□T-P）

  参考図（ブラケット）  
  参考図（ブラケット）  

●

●

●

●

●

●

●

●

ブラケットはお客様でご用意ください。

ブラケットは抱きしめ固定方法にすることで
高さと角度の調整ができます。

チャックの固定は、ボディのシャンク部φ
daとφ db（復動のみ）を利用してください。
その他の部分での固定は、ボディに変形を起
こし動作不良の原因になるので、おこなわな
いでください。

φ db で固定する場合、シリンダ内部に変形
が起きることを防ぐため、図のように抱きし
め固定方法にしてください。

チャックの固定は、ボディのシャンク部φ
da または取付面と取付穴をご利用ください。
その他の部分での固定は、ボディに変形を起
こし動作不良の原因になるので、おこなわな
いでください。

φ da で固定する場合、シリンダ内部に変形
が起きることを防ぐため、図のように抱きし
め固定方法にしてください。

センサを使用しない場合φ dc はサポータ（振
れ止めのインロー）として使用してください。

ブラケットは抱きしめ固定方法にすることで
高さと角度の調整ができます。

φda

ブラケット

φdc

φda

φdb

ブラケット

φdc

復動 単動

ブラケット

押え板

φ8H8

φ4.5

8 4.5

φ10H8

10 5

X9558 X9559 / X9560 / X9561
X9562 / X9570
X9571 / X9572

φ5.5

φD1H8

φ6.5
L1 6

モデルNo.
X9563T / 73T
X9564T / 74T

D1

22
26

L1

17
19
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（平行開閉チャック）

取付上の注意

■ 全機種

■ スタンダード（X95□□）

■ テイスト（X95□□T-P）

  参考図（ブラケット）  
  参考図（ブラケット）  

●

●

●

●

●

●

●

●

ブラケットはお客様でご用意ください。

ブラケットは抱きしめ固定方法にすることで
高さと角度の調整ができます。

チャックの固定は、ボディのシャンク部φ
daとφ db（復動のみ）を利用してください。
その他の部分での固定は、ボディに変形を起
こし動作不良の原因になるので、おこなわな
いでください。

φ db で固定する場合、シリンダ内部に変形
が起きることを防ぐため、図のように抱きし
め固定方法にしてください。

チャックの固定は、ボディのシャンク部φ
da または取付面と取付穴をご利用ください。
その他の部分での固定は、ボディに変形を起
こし動作不良の原因になるので、おこなわな
いでください。

φ da で固定する場合、シリンダ内部に変形
が起きることを防ぐため、図のように抱きし
め固定方法にしてください。

センサを使用しない場合φ dc はサポータ（振
れ止めのインロー）として使用してください。

ブラケットは抱きしめ固定方法にすることで
高さと角度の調整ができます。

φda

ブラケット

φdc

φda

φdb

ブラケット

φdc

復動 単動

ブラケット

押え板

φ8H8

φ4.5

8 4.5

φ10H8

10 5

X9558 X9559 / X9560 / X9561
X9562 / X9570
X9571 / X9572

φ5.5

φD1H8

φ6.5
L1 6

モデルNo.
X9563T / 73T
X9564T / 74T

D1

22
26

L1

17
19

 

取付上の注意

■ オールマイティ（X966□-P） ■ インフィニティ（X967□IT/IP）

  参考図（ブラケット）  

  参考図（スペーサ）  

●

●

●

●

●

●

※

横面取付けは、ボディ側面のタップ穴を利用
して固定します。チャックの取付け座面が平
坦でない場合は、シリンダ部に変形を起こし、
動作不良となることがあります。

相手側から固定ボルトが通せない場合は、広
い座面のスペーサを挟んで 1ランク小径のボ
ルトを使用し、チャック側より固定してくだ
さい。タップ下穴は貫通です。

シャンク取付けとする場合は、シリンダ内に
変形を起こさないように抱きしめ固定方法で
（φ d）部をクランプしてください。この方
法は、高さや向きの調整が容易にできる利点
もあわせ持っています。

横面取付けは、ボディ側面のタップ穴を利用
して固定します。チャックの取付け座面が平
坦でない場合は、シリンダ部に変形を起こし
動作不良となることがあります。

相手側から固定ボルトが通せない場合は、広
い座面のスペーサを挟んで 1ランク小径のボ
ルトを使用し、チャック側より固定してくだ
さい。（タップ下穴は貫通です。）

センサ付の場合、周囲の強磁性体の影響によ
り誤作動する恐れがあります。センサ仕様
A-86～をお読みになり、正しく設置してく
ださい。

センサ付の場合、この固定方法はできま
せん。センサとネジが干渉及び、センサ
誤作動の原因になります。

ブラケット

スペーサ

φd

スペーサ

D1H8 φ6.1
L1 6

モデルNo.
X9660
X9661

D1

18
20

L1

15
16

X9662
X9663

22
26

17
19

X9664 34 23

L2

W
T

L1

L1 L2 W T
X9670 26 18 12 4
X9672 38 26 15 4
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（平行開閉チャック）

取付上の注意

■ マイクロ（X960 □） ■ ショート（X95□□B）
●

●

●

●

チャックの固定は、ボディ端面の取付け用
タップ穴を使用します。

φda部を抱きしめ固定することもできますが、
シリンダ内蔵部に変形を起こさないようにブラ
ケットの精度をあげて使用してください。

チャックの固定はボディのシャンク部φ da
を利用してください。φ db での固定はシリ
ンダ内蔵部に変形を起こし動作不良の原因に
なるので、おこなわないでください。

抱きしめ固定方法をとることで高さと角度の
調整が容易になります。

  参考図（ブラケット）  

  参考図（ブラケット）  

● 慣性によってチャックが不安定になるような
場合は、φda部を固定してからφdb部に振
れ止めを取り付けるように設計してください。

ブラケット

φda

φdb

フィンガ

φD1H8

φ6.5
L1 6

モデルNo.
X9558B
X9559B

D1

18
22

L1

15
17

X9560B
X9562B

25
34

18.5
23

ブラケット

φda

φ6H8

φ4.5
7 4.5
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（平行開閉チャック）

取付上の注意

■ マイクロ（X960 □） ■ ショート（X95□□B）
●

●

●

●

チャックの固定は、ボディ端面の取付け用
タップ穴を使用します。

φda部を抱きしめ固定することもできますが、
シリンダ内蔵部に変形を起こさないようにブラ
ケットの精度をあげて使用してください。

チャックの固定はボディのシャンク部φ da
を利用してください。φ db での固定はシリ
ンダ内蔵部に変形を起こし動作不良の原因に
なるので、おこなわないでください。

抱きしめ固定方法をとることで高さと角度の
調整が容易になります。

  参考図（ブラケット）  

  参考図（ブラケット）  

● 慣性によってチャックが不安定になるような
場合は、φda部を固定してからφdb部に振
れ止めを取り付けるように設計してください。

ブラケット

φda

φdb

フィンガ

φD1H8

φ6.5
L1 6

モデルNo.
X9558B
X9559B

D1

18
22

L1

15
17

X9560B
X9562B

25
34

18.5
23

ブラケット

φda

φ6H8

φ4.5
7 4.5

 

取付上の注意

■ フローティング（X956□ FL-P）

■ エコ・エコ マルチ（X9608・X961□）

■ エコノミ メカ（X9610M）

  取付面と取付穴部取り付け  

  シャンク部取り付け  

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

シャンク部の内部はピストンがスライドする構
造のため必ず必ず抱き締め方法（下図）として
ください。必要以上に締め過ぎますと機能と寿
命の低下につながります。
本製品はプッシュヘッドを本体に接触させない
範囲で使用するものです。万が一、装置調整時
や運転中の異常時にプッシュヘッドを押し込み
過ぎ本体とぶつかる恐れがある場合は止め輪を
用いて、本体外れ防止処置を施してください。

チャック取付面が平坦でない場合は、ピストン
部に変形を起こし動作不良の原因になります。
側面取付穴は貫通していますが、M3等の小径
ネジではさみ込む取り付けはおやめください。
取り付けが不安定になるばかりでなく動作不良
の原因につながります。（下図左）
側面取付はフィンガ近辺で変形を起こしやすい
ので取付部品が接触しないよう逃がしを施して
ください。（下図右①）
本製品はプッシュヘッドを本体に接触させない範
囲で使用するものです。万が一、装置調整時や運
転中の異常時にプッシュヘッドを押し込み過ぎ本
体とぶつかる恐れがある場合は止め板を用いて、
本体外れ防止処置を施してください。（下図右②）
側面取付のネジ有効長さ（下図③）は8mm以
内にしてください。

横面取り付けは、ボディ側面のタップ穴を利
用して固定します。また、上部取付面にはフ
ロート荷重を受けるストッパを取り付けるこ
とをお奨めします。

横面取付は、ボディ側面のタップ穴を利用し
て固定します。チャックの取付座面が平坦で
ない場合は、シリンダ部に変形をおこし、動
作不良となることがあります。
また、フィンガ近辺は変形をおこしやすいの
で取付部品が接触しないよう逃がしを施して
ください。ネジの有効長さは 2× d以下にし
てください。

上部取り付けは、ボディ端面の取付け用タッ
プ穴を使用します。

チャックの取付け座面が平坦でない場合は、
シリンダ部に変形を起こし動作不良となるこ
とがあります。

ボディ側面のタップ穴は貫通していますが小
径ネジで、はさみ込む取付はおやめください。
取付が不安定になるばかりでなく動作不良の
原因につながります。

製品をPPUやロボットに取り付けるときは、
シャンク部または、取付面と取付穴をご利用
ください。

逃がし

ネジ径ｄ

2×ｄ
以下

この部分は取付部品に
接触させないでください

規格：軸用C型止め輪 12

注意

●インロー部は割り締
め固定できません。
動作不良の原因にな
ります。

インロー部

ストッパ

M4タップ
M3  M3

タップ
 M4

②

③

①
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（平行開閉チャック）

配管上の注意

■ 全機種（エア タイプ）

■ スタンダード（X95□□）

■ テイスト（X95□□T-P）

■ オールマイティ（X966□-P）

●

●

（1）

（1）

（1）

（2）

（2）

配管継手は慣性力を考慮して極力バーブ継手
を使用してください。ワンタッチ継手類は形
状が大きく、サポータやブラケットに干渉す
る恐れがあり、注意が必要です。

配管ラインにはスピードコントローラを取り
付けて必ずフィンガ開閉速度の調整をおこな
い、できるだけソフトに掴むようにしてくだ
さい。必要以上のスピードで使用すると、衝
撃荷重が倍加され精度や寿命に悪影響をおよ
ぼすことがあります。

復動型 スタンダードタイプの配管
本製品にはエア配管用ポートが 2個ありま
す。両ポートとも、配管してください。

配管
本製品にはエア配管用ポートが 2個ありま
す。
単動型は片側のポートのみに、復動型は両
ポートとも配管してください。また、単動
型については、配管後不要ポートにプラグ
栓をしてください。

本製品にはエア配
管用ポートが 2個
あります。両ポー
トとも、配管して
ください。

本製品にはエア配
管用ポートが 2個
あります。2つと
もクランプ用です
ので型式に従い配
管してください。
不要ポートにはプ
ラグ栓をしないで
ください。

復動型オールマイティタイプの配管

単動型オールマイティタイプの配管

単動型 スタンダードタイプの配管
本製品にはエア配管用ポートが 2個ありま
す。2つともクランプ用ですので使い勝手
により配管してください。

バーブ継手

ポート（開）

ポート（閉）

バーブ継手

ポート（開）

ポート（閉）

バーブ継手

ポート（開）
（X9570は閉）

ポート（閉）
（X9570は開）

バーブ継手

ポート（NO：閉　NC：開）
（プラグ栓）

ポート（NO：閉　NC：開）
（プラグ栓）

バーブ継手

ポート DO：開
NO：閉（プラグ栓）

ポート DO：閉
NO：閉（プラグ栓）
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（平行開閉チャック）

配管上の注意

■ 全機種（エア タイプ）

■ スタンダード（X95□□）

■ テイスト（X95□□T-P）

■ オールマイティ（X966□-P）

●

●

（1）

（1）

（1）

（2）

（2）

配管継手は慣性力を考慮して極力バーブ継手
を使用してください。ワンタッチ継手類は形
状が大きく、サポータやブラケットに干渉す
る恐れがあり、注意が必要です。

配管ラインにはスピードコントローラを取り
付けて必ずフィンガ開閉速度の調整をおこな
い、できるだけソフトに掴むようにしてくだ
さい。必要以上のスピードで使用すると、衝
撃荷重が倍加され精度や寿命に悪影響をおよ
ぼすことがあります。

復動型 スタンダードタイプの配管
本製品にはエア配管用ポートが 2個ありま
す。両ポートとも、配管してください。

配管
本製品にはエア配管用ポートが 2個ありま
す。
単動型は片側のポートのみに、復動型は両
ポートとも配管してください。また、単動
型については、配管後不要ポートにプラグ
栓をしてください。

本製品にはエア配
管用ポートが 2個
あります。両ポー
トとも、配管して
ください。

本製品にはエア配
管用ポートが 2個
あります。2つと
もクランプ用です
ので型式に従い配
管してください。
不要ポートにはプ
ラグ栓をしないで
ください。

復動型オールマイティタイプの配管

単動型オールマイティタイプの配管

単動型 スタンダードタイプの配管
本製品にはエア配管用ポートが 2個ありま
す。2つともクランプ用ですので使い勝手
により配管してください。

バーブ継手

ポート（開）

ポート（閉）

バーブ継手

ポート（開）

ポート（閉）

バーブ継手

ポート（開）
（X9570は閉）

ポート（閉）
（X9570は開）

バーブ継手

ポート（NO：閉　NC：開）
（プラグ栓）

ポート（NO：閉　NC：開）
（プラグ栓）

バーブ継手

ポート DO：開
NO：閉（プラグ栓）

ポート DO：閉
NO：閉（プラグ栓）

 

配管上の注意

■ エコ・エコマルチ■ マイクロ（X960 □）

■ フローティング（X956□FL-P）

■ ショート（X95□□B）

■ インフィニティ（X967□IT/IP）

●

●

●

●

●

●

（1）

（1）

（1）

（1）

（2）

メータインのスピードコントローラを使用し
てください。
エコタイプはエア配管用ポートが1個あります。

エコマルチタイプはエア配管用ポートが2個あ
ります。

X9608は本体つらより継手の六角部が飛び出し
てしまうものがあります。干渉のある場合は小
さな継手をご使用ください。
（参考CKD. FTS4-M3）

エア配管ポートもフロートするので、継手の
固定は確実におこない、エアチューブは軟質
系（ソフトナイロン・ポリウレタン）をご使
用してください。
継手を締め付けるときの回り止めは、チャッ
ク本体でおこなってください。
（フィンガやフローティング本体ではおこな
わないでください。）

空圧ホースは継手の根元まで確実に差し込
み、チャックが移動するとき口元よりホー
スが折れ曲がることのないように注意して
ください。

本製品にはエア配管用ポートが1個あります。

単動型ショートタイプの配管
本製品にはエア配管用ポートがひとつあり
ます。

本製品にはエア配
管用ポートが 2個
あります。両ポー
トとも、配管して
ください。

本製品にはエア配
管用ポートが 2個
あります。閉ポー
トに配管してくだ
さい。開ポートに
はプラグ栓をしな
いでください。

単動型マイクロタイプの配管
本製品にはエア配管用ポート
が 1つあります。

復動型スマートタイプの配管

単動型インフィニティタイプの配管

ポート

バーブ継手

ポート

ポート複動

単動
複動

バーブ継手

バーブ継手

ポート
NO用：閉／NC用：開

バーブ継手

ポート（開）

ポート（閉）

バーブ継手

ポート（開）

ポート（閉）

ポート（NO：閉／NC：開）

バーブ継手

X9600（閉）
X9605（開）
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（平行開閉チャック）

 

取扱い上の注意

●

●

●

●

■ 全機種
MEPACは精密部品でできています。ボディ
に打こんや変形を起こさないように取り扱っ
てください。
分解しないでください。機能や性能の再現が
できないことがあります。
ご使用の前に必ず取扱説明書をお読みにな
り、正しくお使いください。
スタンダード・テイスト・ショート・オールマ
イティの実効把持力は下表をご参照ください。

■ オールマイティ（X966P□-P）
●

●

●

センサについては、センサ仕様 A-84をお読
みください。
センサを 2個付で使用される場合は、配管継
手と干渉しないよう、エアポート側をフィン
ガ（閉）の確認用センサとして使用してくだ
さい。
センサは出荷時点で、それぞれNO／ NC／
DOタイプに組込み設定されています。何ら
かの理由で仕様を変更される場合は、性能保
持のため弊社までお申し付けください。

■ フローティング（X956□FL-P）
●

●
●

センサについては、センサの仕様 A-84、
A-88をお読みください。
指定外のバネは使用しないでください。
フロートエンド（フローティング機構のスト
ロークエンド）では使用しないでください。
衝撃などにより、チャックが破損またはフィ
ンガ誤動作の原因になります。

■ メカタイプ
●

●

プッシュヘッドは回転方向や横方向に外的負
荷を加えないでください。把持異常や早期破
損などの原因になります。
プッシュヘッド及びフィンガ部に大きな衝撃
や負荷などを加えないでください。把持異常
や早期破損などの原因になります。

■ スタンダード（X95□□）
●

●

センサについては、センサ仕様 A-86をお読
みにください。
センサは出荷時フィンガ開でONするように
調整してあります。

■ テイスト（X95□□T-P）
● センサについては、センサ仕様 A-84をお読
みください。

■ エコマルチ　復動バネサポートタイプ
●

●

●

●

復動バネサポートタイプはＢポートにエアを
入れて掴んでください。エアダウン時、内蔵
バネで閉じ状態を補助します。
爪にはワークを保持するガイド部や落下防止
フックなどを設けることを推奨します。
配管ラインにメータインのスピードコントロ
ーラを取り付けて調整しできるだけソフトに
掴んでください。Ｂポート側は内蔵バネによ
り速度調節が困難な場合はＡポートの配管ラ
インにメータインとメータアウトを取り付け
て調整してください。
ワークの質量は、実効クランプ力表のエアダ
ウン時の保持力の1/10以下としてください。

■ 実効把持力（スタンダード、ショート、オールマイティ、テイスト）

12

10

8

6

4

2

0
0 5 10 15 20

把
持
力（
N
）

把持点（mm）

単動（NO）閉時  実効把持力（0.5MPa 時）
X9558, X9559

X9558

X9559

120

100

80

60

40

20

0
0 10 20 30 403525155 45

把
持
力（
N
）

把持点（mm）

単動（NO）閉時  実効把持力（0.5MPa 時）
X9560, X9561, X9562, X9563T, X9564T

X9560

X9561
X9562

X9563T

X9564T

120

100

80

60

40

20

0
0 10 20 30 403525155 45

把
持
力（
N
）

把持点（mm）

復動閉時  実効把持力（0.5MPa 時）
X9570, X9571, X9572, X9573T, X9574T

X9570
X9571

X9572

X9573T

X9574T

120

100

80

60

40

20

0
0 10 20 30 403525155 45

把
持
力（
N
）

把持点（mm）

オールマイティ閉時  実効把持力（0.5MPa 時）
X9660, X9661, X9662, X9663, X9664

X9660

X9661
X9662

X9663

X9664
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（平行開閉チャック）

警告

開閉動作確認センサ  ZE

1.

2.

センサの配線をおこなう前に必ず取扱説明書
をお読みください。
配線の前に接続する装置の電源を切ってくだ
さい。

■ センサ一覧と表示方法

●

●

●

電源は必ず切ってから配線してください。
火災・感電の原因になります。
配線は正しくおこなってください。
誤配線は、火災・感電・誤動作の原因にな
ります。
センサケーブルには曲げ・引っ張りなどの
荷重が加わらないようにしてください。感
電・誤動作の原因になります。

■ 仕様

センサ形式 概　要

ZE235□ 無接点  2線式  ケーブル直角方向

ZE135□ 無接点  2線式  ケーブル軸方向

ZE255□ 無接点  3線式  ケーブル直角方向

ZE155□ 無接点  3線式  ケーブル軸方向

※センサ型式の□にはケーブル長さの記号（A・B)が入りま
　A:1ｍ　B:3m
※ロボットケーブルを標準装備。

項目
形式 ZE235□・ZE135□ ZE255□・ZE155□

2線式 3線式配線方式
ー

DC：10～28V
2.5～20mA(25℃にて、60℃では10mA)

DC：4.5～28V
DC：4.5～28V
40ｍA　MAX.

電源電圧

1ms　MAX.
100MΩ MIN.（DC500Vメガにて、ケース-リード線端末間）

応答時間
絶縁抵抗

AC500V(50/60Hz)　1分間（ケース-リード線端末間）耐電圧 注2
294.2ｍ/S^2(非繰返し)耐衝撃 注2

88.3m/s^2(復振幅1.5mm・10～55Hz)耐振動
IP67(IEC規格)　JIS　C0920(防浸形)保護構造

5～50℃周囲温度
-10～70℃保存温度範囲

15ｇ(リード線長さA：1000mmの場合)、35g(リード線長さB：3000mmの場合)質量
株式会社 コガネイメーカー

ON時赤色LEDインジケータ点灯作動表示

負荷電圧

ー 8mA　MAX.(DC24V)消費電流
負荷電流

4V　MAX. 2V MAX.( 負荷 10mA以下の場合は 0.8V MAX)内部降下電圧 注1
0.7mA MAX.（DC24V、25℃） 50μA MAX.（DC24V)漏れ電流

PCCV0.2SQ×2芯 ( 茶･青 )×ℓ PCCV0.15SQ×3芯 ( 茶･青･黒 )×ℓリード線 注3

※ 注1：内部降下電圧は負荷電流により変動します。
　 注2：製造元の試験規格による。
　 注3：リード線長さ　ℓ：A；1000mm、B；3000mm
※ 3線式はNPN出力。PNPはお問合せください。

製品記号の読み方

X9608-D-SS-
センサ型式

ZE235A
製品記号をご覧ください。
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（平行開閉チャック）

警告

開閉動作確認センサ  ZE

1.

2.

センサの配線をおこなう前に必ず取扱説明書
をお読みください。
配線の前に接続する装置の電源を切ってくだ
さい。

■ センサ一覧と表示方法

●

●

●

電源は必ず切ってから配線してください。
火災・感電の原因になります。
配線は正しくおこなってください。
誤配線は、火災・感電・誤動作の原因にな
ります。
センサケーブルには曲げ・引っ張りなどの
荷重が加わらないようにしてください。感
電・誤動作の原因になります。

■ 仕様

センサ形式 概　要

ZE235□ 無接点  2線式  ケーブル直角方向

ZE135□ 無接点  2線式  ケーブル軸方向

ZE255□ 無接点  3線式  ケーブル直角方向

ZE155□ 無接点  3線式  ケーブル軸方向

※センサ型式の□にはケーブル長さの記号（A・B)が入りま
　A:1ｍ　B:3m
※ロボットケーブルを標準装備。

項目
形式 ZE235□・ZE135□ ZE255□・ZE155□

2線式 3線式配線方式
ー

DC：10～28V
2.5～20mA(25℃にて、60℃では10mA)

DC：4.5～28V
DC：4.5～28V
40ｍA　MAX.

電源電圧

1ms　MAX.
100MΩ MIN.（DC500Vメガにて、ケース-リード線端末間）

応答時間
絶縁抵抗

AC500V(50/60Hz)　1分間（ケース-リード線端末間）耐電圧 注2
294.2ｍ/S^2(非繰返し)耐衝撃 注2

88.3m/s^2(復振幅1.5mm・10～55Hz)耐振動
IP67(IEC規格)　JIS　C0920(防浸形)保護構造

5～50℃周囲温度
-10～70℃保存温度範囲

15ｇ(リード線長さA：1000mmの場合)、35g(リード線長さB：3000mmの場合)質量
株式会社 コガネイメーカー

ON時赤色LEDインジケータ点灯作動表示

負荷電圧

ー 8mA　MAX.(DC24V)消費電流
負荷電流

4V　MAX. 2V MAX.( 負荷 10mA以下の場合は 0.8V MAX)内部降下電圧 注1
0.7mA MAX.（DC24V、25℃） 50μA MAX.（DC24V)漏れ電流

PCCV0.2SQ×2芯 ( 茶･青 )×ℓ PCCV0.15SQ×3芯 ( 茶･青･黒 )×ℓリード線 注3

※ 注1：内部降下電圧は負荷電流により変動します。
　 注2：製造元の試験規格による。
　 注3：リード線長さ　ℓ：A；1000mm、B；3000mm
※ 3線式はNPN出力。PNPはお問合せください。

製品記号の読み方

X9608-D-SS-
センサ型式

ZE235A
製品記号をご覧ください。

■ センサ内部回路図

■ 接続
■ 配線上の注意

■ 使用上の注意

センサ
スイッチ

茶

●プログラマブルコントローラとの接続

プログラマブル
コントローラ
入力端子

（＋）
COM.

青

センサ
スイッチ

茶

黒
プログラマブル
コントローラ
入力端子

（＋）
COM.

青

2線式タイプ

●プログラマブルコントローラとの接続

3線式ＮＰＮ出力タイプ

（スイッチ） （外部結線）

（外部結線）

負荷スイッチ
主回路

黒

茶

青（－）

（＋）

（逆接防止用）
ダイオード

（サージ対策用）

DC4.5～28V

ツェナーダイオード表示用LED

（スイッチ）

負荷

スイッチ
主回路

茶

青（－）

（＋）

（サージ対策用）
ツェナーダイオード

（逆接防止用）

DC10～28V

表示用LED
●ZE235・ZE135

●ZE255・ZE155

ダイオード

負荷センサ
スイッチ

DC10～28V

茶
● 2線式

● 3線式

青

センサ
スイッチ

DC4.5～28V

茶

青

黒 負荷

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

リード線の色に注意して結線してください。過電
流保護がないため、誤配線をしますとセンサが破
壊されます。
電磁リレー等の誘導性負荷には、サージ対策用保
護ダイオードの使用をおすすめします。
センサの個数に比例して回路電圧を降下させます
ので、AND（直列）接続で使用することは避けて
ください。
OR（並列）接続の場合、センサの出力どうし（例
えば黒色線どうし）を直接つなぐこともできます
が、漏れ電流がセンサの数分増えますので、負荷
の復帰不良に注意してください。
センサが磁気感応形センサのため、外部磁界の強
い場所での使用、および動力線など大電流への接
近は避けてください。
ケーブルを強く引っ張ったり、極端に折り曲げた
りして、無理な力を掛けないようにしてください。

配線の極性に注意してください。極性（＋，－，
出力）が指示されているセンサは、極性を間違え
ないよう配線してください。間違えますとセンサ
を破損させる原因になります。
負荷を短絡させないでください。負荷短絡の状態
で、センサをオンさせますと、過電流によりセン
サは瞬時に破損します。負荷短絡の例：センサの
出力リード線を直接電源に接続する。
漏れ電流に注意してください。２線式無接点セン
サは、オフ時にも内部回路を作動させるための電
流（漏れ電流）が負荷に流れますので、下式を満
足することを確認してください。
プログラマブルコントローラの入力オフ電流＞漏
れ電流。
センサの内部降下電圧に注意してください。２線
式無接点センサを直列に接続しますと、内部降下
電圧が大きくなり、負荷が作動しない場合があり
ます。n 個接続しますと内部降下電圧は n 倍にな
ります。下記の式を満足するようにしてください。
電源電圧－内部降下電圧× n ＞負荷の最低作動電圧
定格電圧がDC24V よりも小さいリレーの場合は、
n＝ 1の場合でも上式を満足することを確認して
ください。

ケーブルに繰り返しの曲げや引っ張り力が加わらな
いようにしてください。繰り返し曲げ応力および引っ
張り力が加わりますと断線の原因になります。

1. 基本回路

2.接続

開閉動作確認センサ
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